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の黒化度を半定量的に測定出来る点を利用してコパ
Jレト照射時のフィルム法による線量測定にこの方法
の応用出来ることを示した。
25.後部絹糸腺細胞における核酸代謝について
大学院4年小越章平
近年，発達のめざましい分子生物学は，複雑なタ
ンパク合成の機構を着々と明らかにしようとしてい
る。私は，タンパク合成の研究として幾多の利点を
もっているカイコの後部絹糸腺をタンパク合成のモ
デルとして利用し，特にその核酸代謝について研究
し，いくつかの知見を得たので報告する。
C14オロット酸を用いて，後部絹糸腺への取りこ
みを調べたが，タンパク合成のはじまる前は核に多
くとりこまれフ ミクロソーム画分にはとりこまれな
い。しかしタンパク合成がさかんになってくると，
次第にミクロソーム画分へとりこまれて来る。これ
を上清，小頼粒，大頼粒，核の 4画分に分画して，
そ，れぞれの画分へのとりこみの時間的経過をみる
と， 5令 6日自の絹糸腺の大頼粒画分は時間ととも
にとりこみの上昇がみられる。
このとりこみの本体を知るべく，全核酸の分析を
行なったが， 10%食塩による抽出法で，糸状で得ら
れる RNAの存在をみた。これはメチル化アルブミ
ンカラムでの溶出位置，ならびに糸状で得られると
いう点で， DNAによく似たものである。これは，
核および大頼粒画分のみに存在し，塩基組成は従来
とらえられている transferRNA，ribosomal RNA 
とは異なったものであり，多量用いて diphenyl-
amine反応を行なった場合(土〉に出るので， DNA 
の混在も認められる。いわゆる messengerRNA 
をかなり多量に含んでいるものと思われる。
26.交感神経節活動におよほす Succinylcholine
chlorideの効果
大学院4年田 紀克
交感神経節活動におよぼす Succinylcholine
chloride (SCh) の効果を，ネコを用い，血圧，瞬
膜，上頚交感神経節々後活動電位を記録することに
より検討した。
SCh lmgjkg以上を静注すると，節刺激薬DMPP
と同じように血圧上昇および瞬膜収縮を起こす。こ
れは SChの節および副腎髄質刺激作用による。すな
わち， SCh副腎動注で，静注時よりさらに著明な血
圧上昇および瞬膜収縮を起こし，上頚交感神経節動
注で，瞬膜反応および節後活動電位を増強し，その 
節刺激作用がうかがわれた。この SCh400μg節動
注による瞬膜反応の増強は節前線維5秒間電気刺激 
下，持続的電気刺激下，無刺激下いずれにおいても
みられ， SChを瞬膜側に動注するとこれらの反応は
抑制された。節前線維刺激による節後活動電位は潜
時の順に Sl，2，3，4，といわれる波形を示すが，そのう
ち最大振巾を示す S2電位は SCh400μg節動注によ
り振巾増大をきたす。さらに SChを頻回応用する
につれ振巾増大はみられなくなり，次第に抑制に傾
いた。また， SChは KCl坤経節動注による瞬膜収
縮を抑制する。 
以上の成績より， SChは交感神経節に対して脱分
極型の作用を示し，初期刺激作用があり，後には抑
制作用を示す。 
27.耳下腺線状部組織および腔骨々端軟骨組織変
性に関する組織化学的研究
大学院4年長尾孝一 
28. FRUKTO細胞の増殖と同調培養法
大学院4年横山健郎
晴乳動物細胞の同調培養法のなかで，細胞の実験
的生理的条件をもっとも保存した方法として採集法
が寺島らによってはじめて報告された。私は採集法
の改良を目的として分裂期細胞を採集する器械を考
察し FRUKTO細胞の同調培養を行なった。その結
果はこの方法の有効性と限界に言及するものであっ
た。 
FRUKTO細胞韓 22は果糖肉腫(滝沢)由来の紡
錘状の細胞で， 5%，仔牛血清加 N16SFで培養され
た。
分裂期細胞の採集には微細な衝撃発生器が工夫さ 
れた。 106個の細胞が培養されている 180ml角ビン 
に一定の衝撃を加えることによって母培養の 1，. 2
%の細胞が浮遊する。これらの 80%は分裂期細胞
と同定された。 
増殖曲線は， 0.4の同調度 (F)を持ち，またラン
ダム培養のシネマトグラフから得られた理論的同調
培養の増殖曲線とほぼ一致する。他方， 3H-4ミジン 
を用いたオートラジオグラフィーによって DNA合
成パターンを決定した。上の成績から求めた世代時
間および G1，S，G2+Mはそれぞれ 24.5時間， 6.4 
時間， 12.2時間および 5.9時間であって，ランダム
培養のそれらと一致した。
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上記の結果は，この採集法が極限に近い同調度を 30.障害心に対する冠動脈・体循環系動脈直接吻
与えると同時に Growth parameterにほとんどひ 合に関する基礎的研究
ずみをもたらさないという意味で実験的生理的 研究生6年高橋勇
、(experimentaliy physiological)であると主張され 教室ではすでに中山式細小血管吻合器を用いて，
る。 正常犬に対する冠動脈・内胸動脈直接吻合法の実験
を行ない，良好な成績を得ている。今回はさらに， 
29.短期濃縮照射に対する庇護対策としての自家 本法を臨床における冠不全患者に応用するための基
骨髄移植療法に関する研究 礎的事項として，前下行枝結熱犬を作成し，障害心
研究生 6年坂田早苗 に対する麻酔法，吻合法，障害心筋の吻合後の修復
術前短期濃縮照射の庇護対策として，自家骨髄移 過程等について実験を行なったので、報告する。
植方法を実験的ならびに臨床的に検索を行ない良好 1) 前下行枝結柴犬の作成は，常温下フローセン
な成績を得たので報告する。 全麻で行ない， 48例中 12例の死亡で，死亡率は 25
実験的研究:家兎を用い，骨髄穿刺を大腿骨に行 %で、あった。
ない，骨髄液を吸引し， 16%血清加 Hanks液に 2) 中等度低体温下フローセン麻酔は，障害心を 
40Cで2日間保存し， 60CO 1500 r照射後，有核細胞 有するものにも安全に施行でき，循環動態も極めて
数約 2千万個，耳静脈より注入し，移植した。コン 安定していた。
トロールとして非移植群を作成し，これには，移植 3) この麻酔法による心障害犬の冠動脈直接吻合
群と同様の操作を行なったが，骨髄液は注入しなか は，吻合操作中，危倶された心室細動の発生もな
った。 く，また徐拍化により容易に吻合できた。
そして，その生存率を比較検討してみると 5日 4) 吻合例疎通性の検索は，主として連続撮影法
後，移植群の生存率 100%に対し，非移植群では 50 による冠動脈造影によったが，この簡単な方法で
%であった。 また，体重減少率も，移植群 -10% も，フローセン麻酔で徐拍化すれば，末梢までかな
に対し，非移植群は -20%にもなっている。血色 り良好な影像が得られた。
素量，赤血球数，血清総蛋白量には，大した変動は 5) 心障害犬の内胸動脈・前下行枝吻合症例の 1
なかったが，白血球数に関しては移植群では照射に 週ないし 3週後の疎通率は， 2mm吻合輪使用例で，
より減少した白血球数の早期の減少防止と，その後 8例中 6例に開通を認め，正常犬の成績とほとんど
の依復に著効をみた。また， 6日後にと殺した両群 差異はなかった。
の臓器を病理組織学的に検索してみると，肝臓，牌 6) 内胸動脈・前下行枝問自家動脈片移植による，
臓，副腎，骨髄に有意の差を認め，特に骨髄におい 吻合成績も， 5例中 4例に開通を認め良好であった。
て，移植の効果を著明にみた。 7) このように実験的に作成した急性心筋梗塞の
臨床的研究:臨床的には，局所麻酔にて，後腸骨 時期的変化と，血流再開による障害心筋の修復過程
稜を穿刺器にて穿刺し，骨髄液を吸引し， 16%血清 を病理組織学的に追求し検討した結果，急性心筋梗
加 Hanks液中に 40Cで保存した。 塞に対する吻合時点は 1週以内が有効と考えられ
術前短期濃縮照射を行なった後，肘静脈より静脈 た。
注射を行ない有核細胞数約 2億個を注入し，移植を
行なった。 43倒に施行し，白血球数，血小板数，照 31.腹部大動脈分枝の選択的造影法とその臨床応
射カテーテルに対する有効率はおのおの 72.1%， 用に関する研究 
65.1%， 62.8%で、あった5しかし，血色素量，赤血 研究生6年殿塚健司
球数，血清総蛋白量，肝機能，出血時間，血液凝固 近年血管外科の進歩と共に選択的動脈撮影法が盛
時間等には骨髄移植の効果はあまり認められなかっ んに行なわれるようになって来た。 Catheter挿入に
た。また，副作用と思われるものは，全例に認めら は現在一般に Seldinger法が用いられているが，操
れなかった。 イ乍が複雑でまた時に動脈壁の損傷が意外に大きい。
私は操作が簡単でしかも動脈壁の損傷を可及的少な
くするよう， Catheter挿入用の動脈穿刺針を考案作
製した。この穿刺針の特徴は穿刺，拡大，挿入の三
